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ふもと市民センターだより 

第 ４７ 号 

冨 本 地 域 市 民 セ ン タ ー 

〒995-0112 

村山市大字湯野沢 1 5 5 - 1 

TEL/FAX  0237-54-2112 
 

熊

野

神

社

が

有

形

文

化

財

に

登

録

！ 

～主 な 行 事 ・ 予 定～ 

１２月 

  ４日（水） 防災安全部会 

５日（木） 環境部会 

１０日（火） 生涯学習部会 

１１日（水） 福祉部会 

１４日（土） わんぱく冨本塾（おかしづくり） 

１８日（水） 第１回雪まつり実行委員会 

 

１月 

 １６日（木） 第２回雪まつり実行委員会 

 １８日（土） わんぱく冨本塾 

 ２６日（日） 家庭婦人バレーボール大会 

 

２月 

  １日（土） わんぱく冨本塾・雪まつり（雪灯篭） 

９日（日） 雪まつり（スキー大会） 

 １８日（火） 老人クラブ交流会 

 ２３日（日） 芸能まつり 

  

※日程は変更になる場合があります。 

県

知

事

が

熊

野

神

社

を

訪

問 

 

11
月
22
日
吉
村
美
栄
子
県
知
事
が
熊
野
神
社
を
見
学
し
ま

し
た
。
市
長
・
教
育
長
を
は
じ
め
、
神
社
側
か
ら
熊
谷
宮
司
や

責
任
役
員
等
が
説
明
対
応
し
ま
し
た
。 

知
事
は
神
社
や
伝
統
文

化
に
大
変
興
味
が
あ
り
、
十

年
に
一
度
の
「
湯
野
沢
熊
野

大
祭
」
が
見
れ
な
か
っ
た
こ

と
が
残
念
だ
っ
た
と
の
こ

と
で
す
。
滞
在
時
間
１５
分
予

定
で
し
た
が
、
約
１
時
間
見

学
さ
れ
、
午
後
開
催
の
「
知

事
と
語
ろ
う
市
町
村
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
ｉ
ｎ
村
山
」
へ
向

か
い
ま
し
た
。 

 

11
月
15
日
の
文
化
審
議
会
で
湯
野
沢
の
熊
野
神
社
が
登
録

有
形
文
化
財
（
建
造
物
）
に
す
る
よ
う
答
申
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

県
内
で
は
、
河
北
町
谷
地
の
旧
安
部
家
住
宅
な
ど
９
件
が
新

た
に
登
録
さ
れ
、
県
内
の
登
録
数
は
149
件
と
な
り
ま
す
。 

 
熊
野
神
社
は
拝
殿
が
江
戸
中
期
、
本
殿
が
明
治
１４
年
に
造

ら
れ
、
神
仏
習
合
の
信
仰
形
態
を
う
か
が
わ
せ
る
独
特
の
形
式

が
特
徴
で
す
。 

本
殿
に
は
精
緻
な
彫
刻
が
施
さ
れ
、
保
存
状
態
も
良
い
そ
う

で
す
。
拝
殿
は
正
面
の
柱
の
左
右
に
突
き
出
た
木
鼻
な
ど
細
部

の
造
り
に
地
方
色
が
見
ら
れ
、
熊
野
信
仰
の
様
子
を
今
に
伝
え

て
い
ま
す
。 
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東コース 

１区 袖崎小学校前   1.2 ㎞ 小学生 石川 魁人  小学 6 年 4′57″ 

２区 小室医院前    1.9 ㎞ フリー 石川 魁人  高校 1 年 6′45″ 

３区 金谷運動広場   1.5 ㎞ フリー 鈴木 貴之  中学 1 年 5′41″ 

４区 旧ＪＡ大倉出張所 2.6 ㎞ 中学生 笹原 太一  中学 2 年 9′10″ 

５区 鶴ケ町ﾆｭｰﾀｳﾝ広場 1.2 ㎞ 小学生（女） 後藤 風羽  小学 6 年 5′06″ 

６区 ふれあい広場   1.5 ㎞ 女子 安彦 寧々  高校 1 年 5′58″ 

７区 鶴ケ町ﾆｭｰﾀｳﾝ広場 3.1 ㎞ フリー 後藤 直弘  団体職員 11′05″ 

８区 河島半鐘前    1.3 ㎞ フリー 笹原 佑香  中学 2 年 5′19″ 

ｺﾞｰﾙ  西郷児童ｾﾝﾀｰ                       ７位    54′01″ 

西コース 

１区 大高根児童ｾﾝﾀｰ前 1.9 ㎞ 中学生 大山 由起  中学 2 年 7′28″ 

２区 深沢バス停前   2.9 ㎞ フリー 鈴木 誠人  高校 2 年  9′26″区間 3 位 

３区 矢萩土建資材置場 1.4 ㎞ フリー 布宮 芽生  中学 1 年 5′51″ 

４区 白鳥公民館前   1.3 ㎞ 女子 石井 瑠華  中学 1 年 5′21″ 

５区 戸沢小学校前   2.0 ㎞ フリー 熊谷 公照  公務員 7′30″ 

６区 樽石会館前    1.1 ㎞ 小学生 大沼 美仁  小学 6 年 4′08″ 

７区 岩野十字路前   2.9 ㎞ フリー 佐藤 米映  団体職員（ふ） 8′23″区間 1 位 

８区 冨本児童セﾝﾀｰ前  1.1 ㎞ 小学生（女） 佐藤 響   小学 6 年 4′24″ 

９区  はやまﾎｰﾑ前       1.3 ㎞  35 歳以上 石澤 正克  公務員 4′21″ 

10 区 大久保市民ｾﾝﾀｰ     1.9 ㎞  フリー 後藤 陸   高校 2 年 6′09″区間 3 位 

ｺﾞｰﾙ  市民体育館                                                ４位  1°03′01″ 

総合                             ５位  1°57′02″ 

地

域

防

災

訓

練 

市

一

周

駅

伝

競

走

大

会 

第

36
回
村
山
市
一
周
駅
伝
競
走
大
会
が
10
月
20
日
（
日
）
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
当
日
は
雨
の
中
の
レ
ー
ス
と
な
り
ま
し
た
が
、
東
コ
ー
ス

８
区
間
、
西
コ
ー
ス
10
区
間
を
走
り
ぬ
き
ま
し
た
。 

全
コ
ー
ス
の
応
援
を
見
ま
し
た
が
、
沿
道
で
応
援
す
る
人
が
一
番
多

か
っ
た
の
が
冨
本
地
域
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
ご
声
援
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
結
果
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。（
区
間
３
位
以
上
を
掲
載
） 

10
月
27
日
（
日
）
市
の
防
災
の
日
に
市
内
８

地
域
に
お
い
て
一
斉
に
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

冨
本
地
域
で
は
、
湯
野
沢
北
地
区
が
当
番
で

冨
本
児
童
セ
ン
タ
ー
及
び
周
辺
を
会
場
に
実
施

し
ま
し
た
。 

こ
こ
数
年
で
大
規
模
な 

地
震
が
予
想
さ
れ
て
い
ま 

す
。
自
主
防
災
会
の
役
割 

を
把
握
し
、
防
災
体
制
を 

万
全
に
し
ま
し
ょ
う
。 

 

今
年
度
、
各
地
区
自
主

防
災
会
で
は
、
市
補
助
を

受
け
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
全
戸

分
・
自
主
防
災
会
長
ベ
ス

ト
等
を
整
備
し
ま
し
た
。 

ベ
ス
ト
着
用
で
各
自
主

防
災
会
長
が
一
目
で
分
か

り
や
す
く
な
り
ま
し
た
。 
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除 雪 体 制 を 万 全 に ！ 

12
月
5
日
（
木
）
社
会
福
祉
協
議
会
冨
本

支
会
（
大
沼
浩
会
長
）
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し

高
齢
者
手
料
理
配
食
（
弁
当
配
食
）
事
業
を

実
施
し
ま
し
た
。 

今
年
も
食
生
活
改
善
推
進
員
の
皆
さ
ん
か

ら
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、「
ぶ
り
の
照
焼
」「
煮

物
」「
あ
ず
き
か
ぼ
ち
ゃ
」
な
ど
、
高
齢
者
で

も
安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の

良
い
お
か
ず
を
詰
め
込
ん
だ
弁
当
が
出
来
ま

し
た
。 

完
成
し
た
お
弁
当
は
、
民
生
委
員
が
対
象

世
帯
に
配
布
し
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。 

３
月
上
旬
に 

も
第
２
回
目
の 

配
食
事
業
を
予 

定
し
て
い
ま
す
。 

ホ
カ
ホ
カ
あ
っ
た
か
お
い
し
い
弁
当
！ 

手

料

理

配

食

事

業 

わ

ん

ぱ

く

冨

本

塾 

（

だ

が

し

や

楽

校

） 

エ

ア

バ

レ

ー

大

会

優

勝 

【
こ
の
事
業
は
、
平
成
18
年
度
か
ら
歳
末
た

す
け
あ
い
運
動
で
ご
協
力
い
た
だ
い
た
募
金

の
配
分
金
を
も
と
に
実
施
し
て
い
ま
す
。】 

11

月
16
日
（
土
）
楯
地
区
公
民
館
を
会
場
に

「
だ
が
し
や
楽
校
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

「
バ
ク
ダ
ン
菓
子
」「
駄
菓
子
わ
な
げ
」「
割
箸
て

っ
ぽ
う
」
「
プ
ラ
板
」
「
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
」
「
木
の

実
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
」
を
作
っ
た
り
し
ま
し
た
。
小

学
生
以
下
37
名
の
参
加
で
会
場
中
ワ
イ
ワ
イ
キ

ャ
ー
キ
ャ
ー
と
大
賑
わ
い
で
し
た
。
今
年
も
大
盛

況
の
だ
が
し
や
楽
校
と
な
り
ま
し
た
。 

11
月
17
日
（
日
）
村
山
市
民
体
育
館
で
開
催
さ
れ

た
第
４
回
山
形
県
エ
ア
バ
レ
ー
大
会
に
お
い
て
、
冨

本
三
三
会
SC
（
代
表 

田
村
武
之
氏
）
が
50
歳
以
上

の
部
で
３
戦
全
勝
で
見
事
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

地区毎の除雪業者は次のとおりです。 

① 矢木沢・山際・中ノ目・荒敷・楯・下小路   

  ――[軽部組] 

② 宝・久保・天神・矢木沢     ――[小玉組] 

③ 南原・中ノ目・矢木沢・北山   ――[河島屋] 

④ 岩野全域           ――[前田電気] 

⑤ (歩道）湯野沢・岩野      ――[マツダ建設] 

 

※除雪の要望・苦情は、緊急時を除き各地区代表が

窓口になり、市へ連絡することになっています。 

 ご理解ご協力をお願いします。 
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市

民

セ

ン

タ

ー 
耐

震

補

強

工

事

に

つ

い

て 
お

知

ら

せ 
 

 

冨
本
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
は
、
現
在
、
冨
本
児

童
セ
ン
タ
ー
南
隣
の
「
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
」
に

移
転
し
業
務
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

移
転
期
間
は
、
当
初
平
成
26
年
３
月
末
ま
で
の

予
定
で
し
た
が
、
耐
震
補
強
工
事
の
業
者
が
決
ま

ら
ず
、
工
事
が
で
き
な
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、

期
間
を
延
長
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
11
月
21
日
市
民
セ
ン
タ

ー
で
開
催
さ
れ
た
地
区
代
表
者
会
議
で
、
市
の
政

策
推
進
課
・
建
設
課
よ
り
次
の
よ
う
に
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。 

■
耐
震
補
強
工
事
に
つ
い
て 

・
ご
迷
惑
を
か
け
て
い
る 

・
２
回
入
札
を
実
施
し
た
が
不
調
に
終
わ
っ
た
。 

・
業
者
が
決
定
し
、
工
事
に
入
れ
る
の
が
春
先
近 

く
に
な
る
見
込
み 

・
工
事
に
４
～
５
ケ
月
か
か
る 

・
お
盆
頃
ま
で
完
成
し
た
い 

と
い
う
内
容
で
す
。
耐
震
補
強
工
事
に
つ
い
て
は
、

現
段
階
で
は
こ
れ
以
外
の
対
策
案
が
な
い
た
め
、

こ
の
計
画
で
進
め
て
行
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

地
域
の
皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

１２
月
１６
日
（
月
）
よ
り
耐
震
補
強
工
事
開
始
ま
で
の
期
間 

「
元
の
市
民
セ
ン
タ
ー
」
会
議
室
の
使
用
を
再
開
し
ま
す
！ 

 

上
記
の
と
お
り
工
事
が
遅
れ
る
こ
と
が
確

定
し
た
こ
と
か
ら
、地
区
代
表
者
会
よ
り「
元

の
市
民
セ
ン
タ
ー
」
再
使
用
に
つ
い
て
要
望

が
あ
り
ま
し
た
。
１
階
研
修
室
以
外
を
再
使

用
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
左
記
の
使

用
の
注
意
事
項
を
厳
守
し
て
使
用
す
る
こ
と

が
条
件
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。 

 

各
種
活
動
や
総
会
等
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

使
用
で
き
る
会
議
室
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

・
２
階
大
会
議
室 

・
１
階
会
議
室 

（
事
務
室
を
使
用
） 

・
調 

理 

室 

（
調
理
食
器
用
具
は
各
自
持
参
） 

「
元
の
市
民
セ
ン
タ
ー
」
使
用
の
注
意
事
項 

 

・
玄
関
前
に
雪
が
あ
っ
た
場
合
は
、
使
用
者
が
除
雪

等
を
行
い
入
口
を
開
け
る
こ
と 

・
ト
イ
レ
使
用
の
際
は
、
１
階
男
子
ト
イ
レ
に
あ
る 

止
水
栓
を
開
け
る
こ
と 

・
調
理
室
水
道
の
使
用
の
際
は
、
同
室
内
の
止
水
栓

を
開
け
る
こ
と 

・
会
場
使
用
後
は
、
止
水
栓
を
閉
め
る
こ
と 

・
給
湯
器
を
使
用
し
た
場
合
は
、
水
抜
き
す
る
こ
と 

・
２
階
は
50
人
未
満
の
人
数
で
使
用
す
る
こ
と 

 

※
冬
期
間
の
使
用
と
な
り
ま
す
の
で
、
止
水
栓
閉
め

や
給
湯
器
の
水
抜
き
を
必
ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 


